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ブータンの現代社会 伝統，近代性そしてナショナルアイデンテ
ィティ（国民意識）
ル
概 要
イーザ ドージ
ブータン王
には余り知ら
国で，基本的
ンフラ面での
たるところへ
的文化的発展
国は東部ヒマラヤに位置し，
れていない。年間 人の外
なインフラ基盤を持つ国では
最も重要な整備は東西及び南
現在拡大しつつある電気供給
に関しては， 年代後半に
インドと中国に挾まれていて
国人旅行者が訪れるにすぎな
あるが 年代以来かなりの
北の主要都市を結ぶ２本の幹
，全国規模の電話回線の接続
導入された英語を媒介とする
，かなり孤立し国際的
い。山岳地帯での内陸
発展をなしてきた。イ
線道路の建設や国内い
などに見られる。社会
教育システムで，この
システムの卒
対処して新規
近代化は地
お普通で，近
でも地方でも
によって導か
ら，国内外の
業生が行政機関でその数を増
の雇用機会を作るために，民
方における日常生活には物理
代的な機械は殆ど見られず，
同様に，人々は社会の中で尊
れている。したがって伝統的
進歩に全く影響されないとこ
やしている。最近では，教育
間企業を発展させる取り組み
的な変化をもたらしていない
現金経済は都市以外では未発
敬される立場にある僧侶の道
な生活が今なお非常に顕著に
ろはない。
を受けた若者の増加に
も行われている。
。自給自足農業が今な
達の段階である。都市
徳的教えや精神的支え
見られる。しかしなが
この論文は
ーと私自身の
かに融和して
活や伝統面を
また将来に向
文はまた伝統
る為に近代的
私が 年以来たびたびブー
観察に基づいたもので，現代
いるかを考察したものである
考察するとともに，どんな領
かって取り組む必要のある問
的文化と価値観に基づいて，
発展途上国が行う政策をも述
タンに滞在した際に行った現
のブータン社会の中で伝統的
。また何世紀にも亘り殆ど変
域で近代的発展が伝統的生活
題を引き起こしているのは何
ナショナルアイデンティティ
べている。
地の人とのインタヴュ
生活と近代的生活がい
化が見られなかった生
様式と衝突しているか，
かを検討した。この論
（国民意識）を強化す
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